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新しいレーンで、力強く疾走
（４月　丸尾建築総合公園陸上競技場 リニューアルオープン）

町の予算
気象の警報などが大きく変わります
令和８年度太子町の教育
兵庫県立大学と「包括連携の推進に関する協定」を締結
「たいしデジまっぷ」のサービス開始
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令和８年（2026）５月号 23

自主財源（
38.7％

）

依存
財源

（
61
.3
％
）

48 万 1,916 円

和
の
ま
ち
太
子

和
の
ま
ち
太
子  

　

問
い
合
わ
せ

　
　

財
政
課　

☎
２
７
７
‐
５
９
９
６

議会費 総務費 民生費 衛生費

消防費 教育費 公債費

その他

土木費

3,679 円 ５万 5,837 円 18 万 9,728 円 3 万 262 円

1 万 6,662 円 8 万 6,705 円５万 5,197 円 3 万 6,219 円

827 円

議会の
運営など

全般的な
運営管理など

高齢者・
児童の福祉など

ごみ処理、
病気の予防など

道路・橋梁
りょう

・
公園の整備など

学校、図書館、
社会教育施設など

消防活動など 借入金の返済

災害復旧
など

町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

商工費

農林水産業費

1,025 円

5,775 円

観光
振興など

農業振興
など

町民１人あたりの予算額 令和８年度 

町税町税
45億4,008万8千円45億4,008万8千円

（28.4%）（28.4%）

地方交付税　
25億6千万円

（16.0％）

地方譲与税ほか地方譲与税ほか
12億9,175万12億9,175万円2千円円2千円

（8.1％）（8.1％）

国庫支出金
29億9,879万6千円

（18.7％）

（単位：千円）

（単位：千円）

繰入金
10億4,705万円7千円

（6.5％）

使用料および手数料	 8,068万1千円（0.5％）
分担金および負担金	 8,521万6千円（0.5％）
諸収入ほか	 1億4,659万2千円（0.9％）
寄附金	 3億円（1.9％）

県支出金   県支出金   
13億8,123万4千円（8.6％）13億8,123万4千円（8.6％）

町債
15億8,120万円

（9.9％）

民生費
63億410万6千円

（39.4%）

教育費
28億8,094万8千円

（18.0%）

農林水産業費　 1億9,187万4千円（1.2％）
消防費
5億5,361万8千円（3.5％）

衛生費
10億550万4千円（6.3%）

公債費
12億343万4千円

（7.5％）

総務費
18億5,529万6千円（11.6%）

土木費
18億3,404万3千円

（11.4%）

商工費                 　    3,406万2千円（0.2％）
議会費　　　　1億2,222万9千円（0.8％）

災害復旧費・予備費ほか
2,750万2千円

（0.1％）

人口　33,227 人
（令和８年４月１日現在）

会　計 本年度 前年度 比較増減額 対前年度伸率（％）

水
道
事
業

収益的収入 622,617 636,360 △13,743 △2.2
収益的支出 587,626 566,335 21,291 3.8
資本的収入 231,300 312,300 △81,000 △25.9
資本的支出 415,105 478,951 △63,846 △13.3

下
水
道
事
業

収益的収入 1,405,751 1,407,311 △1,560 △0.1
収益的支出 1,313,001 1,300,340 12,661 1.0
資本的収入 558,161 576,936 △18,775 △3.3
資本的支出 1,126,761 1,090,926 35,835 3.3

支出合計 3,442,493 3,436,552 5,941 △0.2

会　計 本年度 前年度 比較増減額 対前年度伸率（％）

国民健康保険 3,480,163 3,271,611 208,552 6.4

介護保険 2,917,253 2,827,566 89,687 3.2

後期高齢者医療 708,538 647,015 61,523 9.5

墓園事業 12,701 12,085 616 5.1

合　計 7,118,655 6,758,277 360,378 5.3

歳出
160億

1,261万6千円

歳入
160億

1,261万6千円

♦特別会計予算内訳

♦企業会計予算内訳

令和８年度町の予算 令和８年度町の予算

　

本
年
度
は
、
熱
中
症
対
策
や
災
害
時
の
避
難
所
機
能
の
向
上
を
目
的
と
す
る
小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
空
調
設
備
整
備
、
小
・

　

本
年
度
は
、
熱
中
症
対
策
や
災
害
時
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避
難
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上
を
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的
と
す
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・
中
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動
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調
設
備
整
備
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校
の
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全
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化
、
高
校
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世
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で
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医
療
費
無
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取
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ま
た
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生
活
応
援
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配
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中
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校
の
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完
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布

事
業
や
水
道
料
金
減
免
事
業
に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
を
行
う
ほ
か
、
文
化
会
館
や
道
路
整
備
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
、
未

事
業
や
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免
事
業
に
よ
る
物
価
高
騰
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策
を
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う
ほ
か
、
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来
に
向
け
た
安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

来
に
向
け
た
安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

一般会計　　    160 億 1,261 万６千円（－ 2.1%）
特別会計　　　  71 億 1,865 万５千円（＋ 5.3％）
企業会計　　　  34 億 4,249 万３千円（＋ 0.2％）

総額　　　　　265 億 7,376 万４千円（＋ 0.1％）



令和８年（2026）５月号 45

❶ いきいきと輝くまち（活力・魅力）
新 販路拡大展示出展支援事業	 100 万円
　町内の企業・商品および町全体の知名度とブラ
ンド力の向上を目的に、町内の中小企業などが国
内外の展示会・見本市への出展を行う際に要する
費用の支援を行います。

❷ 学び成長するまち （子育て・教育）　
新 小・中学校屋内運動場空調整備事業

3 億 6,770 万円
　近年の猛暑を踏まえ、小中学校の屋内運動場に
おける児童・生徒の安全な活動や災害時の避難所
利用時における熱中症対策のため、空調設備を設
置します。

新　　  地域に根ざした学校活性化推進事業
	 600 万円
　児童数が減少し、複式学級が避けられない龍田
小学校の現状を踏まえ、令和９年度の小規模特認
校指定に向け、小規模校ならではの強みを活かし
た特色ある教育を推進するとともに、他校区から
の児童受入れを試行的に実施します。

公立小・中学校給食費完全無償化事業

1 億 6,110 万円
　物価高騰に直面する保護者の経済的負担の軽減
を図るとともに、成長期にある児童・生徒に栄養
バランスや質・量を保った給食の提供を保証する
ため、公立小中学校の児童生徒の学校給食費完全
無償化を実施します。

こども医療費助成事業（高校生通院費助成）　　　 　

2,380 万円
　次代を担う青年期世代の健全な育成および健康
の保持・増進を図るとともに、子育て世帯の経済
的負担を軽減することを目的として、高校１年生
から３年生までの世代を対象に、所得制限を設け
ない通院費助成を実施します。
　これにより、０歳から高校生世代までを対象と
した医療費の完全無償化が実現します。

❸ 未来を守るまち（安全・安心）
新 防災ハザードマップ更新事業	 400 万円
　住民が自ら危険箇所を把握することで、防災意
識の高揚につなげるため、令和２年度に作成し、
全戸配布を行った太子町防災ハザードマップにつ
いて、防災気象情報および指定避難所の最新情報
を反映した改訂版を作成し、配布を行います。

❹ 元気で笑顔のまち （健康・福祉）
新 R S ウイルス母子免疫ワクチン予防接種事業
	 800 万円
　２歳までのほぼ全ての乳幼児が感染し、初回感
染時には重症化しやすいといわれる RS ウイルス感
染症について、新生児の感染や重症化の予防のた
め、妊婦への母子免疫ワクチン接種を実施します。

新 産婦健康診査費助成事業	 230 万円
　産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るた
め、産後間もない時期の産婦に対する健康診査（母体
の身体的機能の回復、授乳状況および精神状態の把
握など）に係る費用の一部または全部を助成します。

❺ 快適で持続するまち（都市機能・行政基盤）
橋梁

りょう

維持管理および関連道路整備事業	 ７億円
　JR を跨ぐ跨線橋の維持管理コストの縮減と安全
確保を目的として、長

ち ょ う き ん

金陸橋の撤去後の通学路の
振替先となる網干電車基地側道線を整備するとと
もに、中

な か み ち

道跨線橋の修繕などを行います。

水道料金減免事業	 8,310 万円
　物価高騰に伴う経済的負担の軽減を図るため、
令和８年２月および３月分の水道基本料金減免に
引き続き、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨
時交付金を活用して令和８年４月から７月の水道
基本料金を減免します。

令和８年度主要事業
令和８年度町の予算太子町第 6 次総合計画に基づき 5 つの基本政策より実施

※　 は、令和８年度から新たに開始する事業です。新
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７
‐
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９
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令
和
８
年
５
月

令
和
８
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５
月
2929
日
よ
り

日
よ
り

気
象
の
警
報
な
ど
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

気
象
の
警
報
な
ど
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

　

令
和
８
年
５
月
29
日
金
か
ら
新
た
な
防
災
気
象
情
報
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
た
な
防
災
気
象
情
報
で
は
、
河
川
氾
濫
・
大
雨
・
土

砂
災
害
・
高
潮
の
警
報
な
ど
を
、
避
難
行
動
に
対
応
し
た

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
と
整
合
さ
せ
、
災
害
発
生
の
危
険

度
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
の
数
字
を
名
称
に
含
め
て
発
表
し
ま

す
。
レ
ベ
ル
５
に
相
当
す
る
河
川
氾
濫
の
特
別
警
報
や
警

戒
レ
ベ
ル
４
に
相
当
す
る
危
険
警
報
も
新
た
に
開
始
す
る

な
ど
、
現
行
の
大
雨
警
報
・
注
意
報
な
ど
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
３
警
報
や
レ
ベ
ル
４
危
険
警
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
自
治
体
か
ら
の
避
難
指
示
等
に
十
分
留
意
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
大
雨
で
危
険
度
が
高
ま
っ
た
地
域
が
地
図
で

表
示
さ
れ
る
「
キ
キ
ク
ル
」
や
河
川
の
水
位
情
報
を
参
照

し
て
、
危
険
な
場
所
に
い
る
場
合
は
早
め
の
避
難
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ペ
ー
ジ
で

は
、
新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
、
情

報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
、
ご

家
庭
や
企
業
・
組
織
内
で
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

レベル１早期注意情報 ・災害への心構えを一段高める

レベル２注意報 ・ハザードマップ等で災害リスクを再確認する
・発表される避難情報を再確認する

レベル３警報 ・高齢者等は危険な場所から避難する

レベル４危険警報 ・危険な場所から全員避難する

レベル５特別警報

警戒レベル
５相当

警戒レベル
４相当

警戒レベル
３相当

警戒レベル
２

レベル５
氾濫特別警報

河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮 （警戒レベルごとの）
とるべき行動

危険な場所から全員避難

災害への心構えを高める

命の危険　直ちに安全確保︕

避難に時間を要する人は早めに
避難、避難の準備など

避難行動を確認（避難場所や
避難ルート、避難のタイミングなど）

１級河川などの
大河川の氾濫

レベル４
氾濫危険警報

レベル３
氾濫警報

レベル２
氾濫注意報

レベル５
大雨特別警報

低地の浸水や
大河川以外の氾濫

レベル４
大雨危険警報

レベル３
大雨警報

レベル２
大雨注意報

レベル５
土砂災害特別警報

急傾斜地のがけ崩れや
土石流

レベル４
土砂災害危険警報

レベル３
土砂災害警報

レベル２
土砂災害注意報

早期注意情報

レベル５
高潮特別警報

海水面の上昇や
波の打上による浸水

レベル４
高潮危険警報

レベル３
高潮警報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル
１

・安全な避難ができず、命が危険な状況
・今いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動する

時
間
推
移
の
ｲ
ﾒ
ｰ
ジ

数日～
１日前

半日～
数時間前

数時間～
３時間前

２時間～
０時間前

災害
発生

〈警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難︕〉

▲気象庁
ホームページ

▲町ホームページ
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１
　
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
教
育
の
推
進

２
　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
・
家
庭
・
地
域
等
の
構
築

３
　
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
学
び
を
実
現
す
る
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

　

令
和
８
年
度
の
「
太
子
町
の
教
育
」
の
重
点
項
目
と
取
組
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

第
３
期
「
太
子
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
町
の
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
心
豊
か
で
自
立
す
る

人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

太
子
町
の
教
育

太子町の教育

令
和
８
年
度

太子町の教育

「太子町教育振興基本計画」

基本理念

和のまち太子　

～太子が育む こころ豊かで自立する人づくり～

基本方針

１　予測困難な時代を生き抜く力を育む教育の推進

２　すべての子どもが自分らしく安心して過ごせる

　　学校・家庭・地域等の構築

３　安全・安心で質の高い学びを実現する教育環

　　境の整備・充実

第３期重点テーマ

大人がつながる　子どもがつながる　学びがつな

がる町へ

問
い
合
わ
せ

　

管
理
課　
　
　
　
　

☎
２
７
７
‐
１
０
１
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こ
ど
も
え
が
お
課　

☎
２
７
７
‐
１
０
１
９

　

社
会
教
育
課　
　
　

☎
２
７
７
‐
１
０
１
７

①「確かな学力」の育成
　児童生徒に基本的な学習習慣の確
立や基礎的な学力の定着を図るととも
に、習得した知識・技能を基盤として自
ら課題を解決する思考力・判断力・表
現力等を育みます。また、主体的に学
びに向かう力・人間性等を育成します。
②体験教育の推進
　兵庫型「体験教育」や「和のまち
太子」の精神を通じ、思いやりの心
や規範意識を育む「心の教育」を推
進します。体験活動での試行錯誤に
より、自尊感情と学ぶ意欲を高め、「自
立」を支援します。人間としての在
り方を考え、社会の一員としての自
覚を深めます。

③部活動改革の推進
　少子化の進行や、教職員の業務負
担軽減等の課題がある中、子どもた
ちがスポーツ・文化活動に継続して
親しむことができる機会を確保でき
るよう、持続可能で多様なスポーツ・
文化活動の環境整備を推進します。

（１）部活動の地域展開に向けた実

①多様性の尊重と包括性のある教育の推進
　不登校児童生徒の社会的自立に向け、教育
支援センター「みらいえ」や小中学校に設置し
ている校内教育支援センターでの個別支援を
強化します。
　また、常勤配置しているスクールソーシャル
ワーカーを活用し、校種間や家庭・地域・関
係機関と連携し、一人一人の内面に寄り添った
指導を展開します。
　さらに、「太子町いじめ防止対策推進条例」
に基づき、町全体で「いじめを許さない、見
逃さない」取組を推進します。
②関係機関等との連携の強化
　児童虐待、ヤングケアラー、貧困・格差等、
子どもたちが抱える困難が多様化・複雑化して
いる中、生まれ育った環境に左右されることな
く、夢や希望を持ち、生涯にわたるウェルビー
イング（心身ともに健康で、持続的に幸福な状態）
につながるよう、良好な成育環境を保障し、さ
まざまな学びや多様な体験活動の機会の確保と
生活や経済的な面での支援の充実を図ります。
　また、さまざまな機会を通じて課題や困りご
とを抱えている家庭や子どもの把握に努めると
ともに、関係機関と連携しながら総合的な支
援を図ります。

③開かれた学校園所づくり
　信頼される安全・安心な学校運営のため、
積極的な情報発信と PDCA サイクルによる改
善を推進します。地域との連携・協働（コミュ
ニティ・スクールの検討等）や学校教育審議会、
学校評議員会等の活用を通じ、創意工夫ある
特色豊かな教育活動を展開することで、「地域
に開かれた学校園所」づくりを強化します。

①教育 DX の実現に向けた教育の情報化の推進
　新しい時代を創造する力と意思を育むため、
今年度更新した１人１台端末の活用の「日常化」
を推進し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実を図るとともに、教員一人一人
の ICT 活用指導力の向上を図ります。
 また、校務のデジタル化を図り、教育活動全
体を通じた情報化を推進し、円滑・安全なＩＣ
Ｔ環境の整備・充実に取り組みます。

②安全・安心な教育環境整備の推進
　子どもたちが安心して学校生活を送れるよ
う、修学環境についての点検と課題の整理を
行い、適正な学習環境が安定的に維持できる
よう計画的に取り組みます。また、児童生徒の
安全確保のための通学路点検の継続、おいし
く栄養バランスのとれた学校給食の提供と地
産地消の推進等を行います。
③教職員の働き方改革の推進
　教職員は、子どもたち一人一人の個性や能力、
可能性を伸ばし育てる一方で、増加・多様化す
る職務の中でワーク・ライフ・バランスにも配
慮しながら、心身の健康を保持することが求
められています。そのため、校務のデジタル化
による学校業務改善や、時間外の留守番電話
の運用など、勤務時間の適正化の取組を一層
推進します。また、連絡アプリによる家庭と学
校との間の連絡や情報提供の円滑化を進めま
す。

証事業や、合同部活動・部活動指導員派
遣による地域連携等の推進

（２）地域の実情や子どもたちのニーズに
応じた、持続可能で多様なスポーツ・文化
活動の環境整備
④特別支援教育の充実
　全校園所でインクルーシブ教育を推進
し、障害のある幼児・児童生徒の教育的ニー
ズに応じた「合理的配慮」ときめ細かな支
援を行います。文部科学省の手引きに基
づき、一人一人の力を伸ばすとともに、保
護者や関係機関と連携した「切れ目ない一
貫した支援」に努めます。
⑤幼児期の教育の充実
　幼稚園や保育所等の生活や遊びを通し
た総合的な指導の中で、自立と協同の態度
を培い、園所生活全体を通して生涯にわた
る人格形成の基礎を育成します。また、幼
児が学校教育のはじまりとして学ぶ楽しさ
を知り、その体験が小学校以降につながる
よう「架け橋期」の教育の充実を図ります。
⑥生涯学習・社会教育の振興
　町民が一生涯主体的に学び続けられる
よう、リスキリングやリカレント教育を含む
多様な学習機会を充実させます。
　また、学びの成果を地域課題の解決や
コミュニティづくりに還元するため、社会
教育を支える人材を育成するとともに、行
政や企業等と連携・協働し、地域創生に
つながる社会教育を振興します。
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太子町地域活動応援事業

●提案できる団体
町内で公益的な活動を行う団体（NPO、自治会、　
PTA、サークルなど、団体の種類は問いません）

●提案の対象となる事業
提案団体により実施される事業で、以下の要件を　
全て満たす事業が対象

　　・公益的な事業
　　・具体的な効果や成果が期待できる
　　・事業を実施しようとする地域活動団体が自ら
　　　企画し、自主的、主体的に行う町の魅力を高
　　　める事業
　※福祉、防災、子育てなど、事業の分野は問いません
●事業概要

・原則、単年度で完了する事業（複数年度にまた
がる事業については、最大 3 年間を限度）

　※補助金の交付決定は単年度ごとに行うものとし、次
　　年度以降の交付決定を確約するものではありません。
・１事業 10 万円までを最大 3 事業に補助（書類審

査により決定）

●申込方法
企画政策課窓口に設置または町ホームページに掲載して
いる提出書類様式に必要事項を記入の上、窓口へ提出

●申込期限　５月 29 日金
●令和７年度採択事業
　◎きのねのね運動教室
　　事業名「ファミリースポーツフェスタ ～家族で
　　　　　　動いて笑って、つながる一日！！～」
　　内　容　家族で参加し、多世代交流と健康促進
　　　　　　を図る体験型スポーツイベントを開催
　◎楯岩城ガイドの会
　　事業名「楯岩城の環境整備事業」
　　内　容　史跡「楯岩城」周辺に不法投棄された
　　　　　　産業廃棄物などの処分、山城ガイド養　　
　　　　　   成講座での活動紹介、魅力発信など

　町では、地域の住民活動団体が自主的、主体的に地域課題の解決や住民福祉の向上などに取り組み、太子
町の魅力を高めるための活動を応援し、事業費を補助します（上限 10 万円）。

皆さんの地域活動をご提案ください 問い合わせ
　企画政策課 ☎ 277-5998

▲町ホームページ ▲きのねのね運動教室
Instagram

▲楯岩城ガイドの会
Instagram
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●対象の軽自動車　
　・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳また

は精神障害者保健福祉手帳のいずれかを交付さ
れている人が運転する軽自動車

　・身体障害者手帳などの交付を受けている人のた
めに使用される、生計を同一にする親族が所有
する軽自動車

●申請方法
　次の①～④を持参の上、税務課窓口で申請してく

ださい。

　①該当する手帳
　②納税義務者のマイナンバーカードまたは通知カー

ド
　③運転する人の運転免許証
　④自動車検査証
　　（電子車検証（※）の場合は自動車検査証記録事項）
※令和６年１月１日以降に車検を受けられた人は自

動車検査証から電子車検証に変更されています。
●申請期限
　６月 1 日月

　身体や精神に障害がある人などが所有する軽自動車で、一定の要件に該当する場合は、軽自動車税の減免
を受けられます（１人につき１台まで）。なお、普通自動車税の減免を受けている場合は対象外となりますの
でご注意ください。

問い合わせ 
　税務課 ☎ 277-1014軽自動車税の減免

減免を受けるには申請が必要です

兵庫県立大学と「包括連携の推進に関する協定」
を締結しました

●連携協力事項
　・町と大学の人的・知的資源等の交流
　・町と大学の協働による調査研究の実施
　・町または大学が主催する事業等に対する相互の
　　協力・支援
　・地域課題解決に向けた取組
　・その他両者が協議して必要と認める事項

　今後は、大学が有する専門的な知見や研究成果、
学生の柔軟な発想を町政や地域づくりに生かし、行
政だけでは解決が難しい課題にも取り組んでいきま
す。
　また、学生が太子町の魅力に触れ、地域に関わる
機会を通じて、将来の地域を支える人材として育つ
好循環の創出をめざします。

　この度、兵庫県立大学と太子町において、「包括連携の推進に関する協定」を締結しました。
　本協定は、太子町と兵庫県立大学のパートナーシップにより、地域の発展と、人材育成に寄与することを
目的としており、今後は双方が有する人的・知的資源を活用しながら、町と大学が一体となり、未来に続く
魅力あるまちづくりをさらに推進していきます。

まちと大学が手を取り合って
問い合わせ
　企画政策課 ☎ 277-5998

▲協定締結式の様子
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●受給要件　
　下記の①～③の条件の全てに該当する人が受給で

きます。
　①障害の状態となった病気やけがの初診日が次の

いずれかの間にあること
　　・国民年金加入期間
　　・20 歳前または日本国内に住んでいる 60 歳以

上 65 歳未満の人
　②初診日の前日において保険料の納付要件を満た

していること

　※ 20 歳前の年金制度に加入していない期間に初
診日がある場合は、納付要件はありません

　③障害の状態が障害認定日（初診日から１年６カ
月を過ぎた日または１年６カ月以内に症状固定
した場合はその日）または 20 歳に達した時に
法令に定める 1 級・2 級に該当していること

●年金額
　令和８年度の年金額（年額）は下記のとおりです。
　【1 級】1,059,125 円
　【2 級】　 847,300 円

　障害基礎年金は、国民年金加入中に初診日（障害の原因となった病気やけがで初めて医師または歯科医師
の診療を受けた日）のある病気やけがで、法令で定められた１級・２級の障害の状態になった時に支給され
ます。
　また、20 歳前、あるいは 60 歳以上 65 歳未満で日本に住んでいるときに初診日のある場合も支給されます。

問い合わせ 
　町民課 ☎ 277-1012障害基礎年金について

ご存じですか？

私のみらいノート（エンディングノート）の配布
最後まで自分らしい人生を歩むため、ぜひご活用ください

　人は年齢に関わらず、誰でも突然、命に関わる病気や大きなけがをする可能性があります。生命の危機が迫っ
た場面では、約７割の人が自分で判断することが難しくなるといわれています。そのため、人生の大切な場面で「ど
のような医療や介護を受けたいか」を自分で決めたり、周囲に伝えたりできなくなることがあります。
　このような事態に備えて、エンディングノートを書いてみませんか。また、ノートに書いた内容をもとに、家
族やかかりつけ医など身近な人と話し合うことをアドバンス・ケア・プランニング（人生会議）といい、町では
この取組をおすすめしています。
　エンディングノートは、下記のとおり配布しています。ご自身や大切な方のために、ぜひご活用ください。

問い合わせ 
　高年介護課 ☎ 276-6639

●配布物
　「私のみらいノート（エンディングノート）」
　町と株式会社鎌倉新書の官民協働事業により作成
●配布期間
　～令和９年３月 31 日水
●配布場所
　高年介護課
●配布部数
　800 部
　※なくなり次第、配布を終了します。
　なお、町出前講座「自分らしく生きるための終活」
で、エンディングノートの書き方のポイントを紹介
しています。講座の受講を希望される場合は、高年
介護課までご相談ください。 ▲私のみらいノート

●日　程
６月 25 日木～ 11 月 26 日木の期間の内、全 22
回（全て木曜日）　※８月 13 日木は休講
時間は、19 時～ 20 時 45 分

●場　所　役場行政棟３階ホール
●対　象

手話奉仕員養成講座（入門課程）修了者、もしく
は同等の技術を持つ人

●定　員
　20 人

　※申込多数の場合は選考：令和７年度入門課程（太
　　子町開催分）修了者を優先
●費　用
　受講料無料（テキスト代 4,290 円は自己負担）
　※令和７年度入門課程と同じテキストを使用
●申込方法
　町ホームページ掲載の申込用紙に必要事項を記入
　し、社会福祉課へ持参もしくは郵送で提出
●申込期限　５月 20 日水（必着）
　　　　　受講の可否は申込者全員に通知します

　手話は、聞こえない人たちにとって大切な「言語」です。
　ろう者の手話を読み取り、文法を理解した日常会話ができるようになることを目標とします。

問い合わせ 
　社会福祉課 ☎ 277-1013　
　〒 671-1592 鵤 280-1手話奉仕員養成講座（基礎課程）の受講生募集

ぜひお申し込みください

●日　時
　６月 12 日金 13 時 30 分～ 15 時
　（受付は 13 時～）
●場　所
　上郡町生涯学習支援センター（上郡町上郡 459-1）
●テーマ
　「終活＆成年後見 ～安心して暮らすためのヒント～」

●講　師
　宮崎 正行さん（社会福祉士）　
●定　員　100 人（先着順）
●参加費　無料
●申込先　西播磨成年後見支援センター
●申込方法
　電話または FAX、メールで申込（住所・氏名・電
　話番号をお伝えください）

　成年後見制度や対象者の理解を図るため、成年後見制度普及啓発講演会を開催します。

問い合わせ 
　西播磨成年後見支援センター  
　☎ 0791-72-7294　FAX 0791-72-7224
　 　n-koken@tatsunoshi-syakyo.jp成年後見制度普及啓発講演会

ぜひご参加ください パパママスクールに参加しませんか？
もうすぐ出会える赤ちゃんのために

問 さわやか健康課 ☎ 276-6630

●日　時
　６月 14 日日９時 30 分～ 12 時
　（受付：９時 10 分～９時 20 分）
●場　所　保健福祉会館
●内　容
　妊娠・出産の経過とパパのサポートについての講話
　妊娠シミュレーターを装着した妊婦体験
　シャワー浴実習
●対　象
　もうすぐ出産・育児を迎える妊婦と夫（パートナー）
●申込期間　
　５月 25 日月～６月 12 日金（土日を除く）
●申込方法　さわやか健康課へ電話または窓口にて申
　　　　　し込み

　もうすぐ出産・育児を迎える皆さんを支援する教
室です。妊婦体験や赤ちゃんのお風呂実習を行い、
子育てのイメージづくりをしましょう。ご参加をお
待ちしています。

▲たいし
デジまっぷ

「たいしデジまっぷ」のサービス開始
地図情報を公開しています

問
総務課（システムに関すること） ☎ 277-1010
※公開データの内容に関することは各担当課
　へお問い合わせください

●公開データ
　・地番参考図
　・航空写真
　・認定路線網図
　・都市計画図
　・地形図
　・ハザードマップ
　・上水道／下水道
　※アンケートは、デジまっぷ
　　上から回答いただけます。

　太子町が保有する地図情報を、事業者や町民の皆
さんに公開する Web サービス「たいしデジまっぷ」
を令和８年４月から開始しました。ぜひご利用くだ
さい。
　なお、今後のサービス向上のため、アンケートへ
のご協力をお願いします。
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じゃがいも収穫祭の開催 ひめじ若者サポートステーション
出張相談

地元の方が丹精込めて育てました キャリアコンサルタントが相談に乗ります

●開催日　奇数月の第４水曜日（祝日の場合は翌週）

●相談時間　各１時間程度
　               ① 10 時～ ② 11 時～ ③ 12 時～
●場　所　地域交流館２階スペース２
●利用料　無料
　※利用には予約が必要です。また、令和８年度より１
　　週間前までの予約が必須となります。相談を希望さ　
　　れる方は産業経済課までお問い合わせください。

問 産業経済課 ☎ 277-5993

●開催日時
　６月 21 日日９時～ 13 時 30 分
　受付は 13 時まで（雨天決行）
　※気象警報発表時は６月 28 日日に延期します。

●募集区画数（各 120 区画）
　▷阿曽地区（阿曽 115-1）
　▷岩見構下地区（岩見構 715-１）
　▷船代・宮本・福地地区（宮本 150）　
　※１区画 10 株

●参加費　1,500 円／区画
　※当日現地でお支払いください。

●申込先　産業経済課
●申込方法　  窓口または電話で申し込み
●申込期間　５月 13 日水～ 22 日金（土日を除く）
　※先着順で募集区画が無くなり次第締め切ります。

　家族や友達と一緒にじゃがいもを収穫してみませ
んか。収穫祭で町の農業を盛り上げましょう。 　無業状態にある若者の支援として、「ひめじ若者

サポートステーション出張相談」を実施しています。
　就職に対して悩みを抱える若者や保護者はぜひご
利用ください。また、周りに悩んでいる人がいれば、
ぜひこの取組をご紹介ください。

実施日
５月 27 日水 11 月 25 日水
７月 22 日水 令和９年 1 月 27 日水
９月 30 日水 令和９年 3 月 24 日水

問 産業経済課 ☎ 277-5993

●対象者
　平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日生まれ

の町内出身者
●中学校の卒業年月
　令和４年３月（令和３年度）卒業生
●活動内容
　20 歳のつどい（令和９年１月 11 日🈷の成人の日）

の開催に向けた会議を５回程度予定
　　・20 歳代表の誓いのことば　
　　・受付、式典の司会進行
　　・アトラクションの企画・準備
　　・記念品選定、授与　　　
　　・ピアノ伴奏
●申込期限・募集人数　
　５月 29 日金・10 人程度（先着順）
●申込方法　電話、FAX、メールまたは窓口申込

　令和９年太子町 20 歳のつどいを開催するにあた
り、企画運営委員会を構成し、思い出に残る式を創っ
ていただくための委員を募集します。

社会教育課
☎ 277-1017　FAX 277-2201
　 syakyo@town.hyogo-taishi.lg.jp問

20 歳のつどい企画運営委員の募集
20 歳の思い出つくりませんか

２・３歳児親子 幼稚園で遊ぼう
親子で幼稚園にふれてみませんか

　町立幼稚園で、就園前の２・３歳児のお子さんと保護者を対象にした、幼稚園でのふれあいの場を開催します。
　在園児と一緒に遊んだり、親子で季節に合わせた遊びを楽しんだりしながら、幼稚園の雰囲気に親しんでい
ただけます。ぜひお気軽にご参加ください。

問い合わせ　各幼稚園

●実施日時
　原則　第２木曜日（６月開始）
　９時 30 分～ 11 時
　【第１回実施予定日】６月 11 日木
●実施園
　・斑鳩幼稚園（馬場５）
　　☎ 276-0496
　・太田幼稚園（東出 126・127-1）
　　☎ 276-2049
　・石海幼稚園（福地 501-1）
　　☎ 277-0020
●対象
　就園前の２・３歳児と保護者
　【２歳児】令和５年４月２日～令和６年４月１日生まれ
　【３歳児】令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ
●内容
　在園児と一緒に遊んだり、親子で季節に応じた遊
び（リトミック、水遊び、製作など）を楽しみます。

●申込方法
　各幼稚園に設置している申込書を、希望する幼稚
園へ提出
●申込期間
　５月 18 日月～ 29 日金（土日を除く）
※各園の行事などにより、日程が変更になる場合が
　あります。詳しくは各園へお問い合わせください。

沖代・米田地区における大型開発事業の推進に向け
地元組織と開発事業者が基本協定を締結

●背景・目的
　両地区では、少子高齢化による農業後継者の不足
や地域活力の低下が課題となる一方、県事業として
進められている都市計画道路揖保線の延長により交
通利便性の向上が見込まれています。その反面、無
秩序な土地利用の進行が懸念されていました。
　こうした状況を受け、広域幹線道路の延長を契機
とした周辺地域一帯の開発事業による土地利用を実
現するため、町の支援のもと、地元組織が主体となり、
令和４年度から将来を見据えた土地利用の検討を開
始。令和６年度には両地区で地権者組織が設立され、
連携して事業化に向けた検討が進められてきました。
　そして、用地買収を含む具体的な事業を担う「開
発事業者」の公募が行われ、その結果、令和８年３
月にジオプランナーズ株式会社とジオニックス株式
会社の共同企業体に決定しました。

　今回の基本協定締結により、地元の意向を尊重し
ながら、計画的で魅力あるまちづくりの実現に向け
た取組が本格的に始まります。

　沖代・米田地区における大型開発事業の推進に向け、「沖代まちづくりプロジェクト推進委員会」および「米
田まちづくり特別委員会」と、ジオプランナーズ株式会社・ジオニックス株式会社共同企業体との間で基本
協定が締結されました。

新たなまちづくりに向けて
問い合わせ
　まちづくり課
　 ☎ 277-5992

▲協定締結式の様子

丸尾建築総合公園陸上競技場が　
リニューアルオープンしました

町のスポーツ拠点が生まれ変わりました

問 町民体育館 ☎ 277-4800

ご寄付いただいた皆さまへ
本改修工事にあたり、「クラウドファンディング

型ふるさと納税」でご寄付いただいた町内外の皆さ
ま、また「企業版ふるさと納税」によりご支援いた
だいた但陽信用金庫様に、心より感謝申し上げます。

いただいた寄付金は、工事や備品購入などに大切
に活用させていただきました。

　スポーツ振興くじ（toto・BIG）助成金を活用し、
陸上競技場の全天候レーンを改修しました。
　改修工事の完了に伴い、４月１日に「日本陸上競
技連盟第 4 種公認競技場」としてリニューアルオー
プンしました。
　今後も、陸上競技を
はじめ、サッカーやタ
グラグビーなどの各種
大会や、日頃のスポー
ツ活動の場として、幅
広くご利用ください。

園庭開放
　各園では、毎週木曜日 15 時 30 分～ 17 時に、
家庭で保育中の０～３歳児を対象に園庭開放を
行っています。

子育て相談
　お子さんの子育て
などについて、園長
による子育て相談も
実施しています。
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「伝書鳩」になった買い物
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先
日
、
妻
と
買
い
物
に
出
か
け
た

時
の
こ
と
で
す
。
妻
が
検
討
し
て
い

る
商
品
に
つ
い
て
店
員
さ
ん
に
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

少
し
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

店
員
さ
ん
が
「
こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
提
案
す

る
際
、
購
入
の
当
事
者
で
あ
る
妻
で

は
な
く
、
隣
に
い
る
私
の
方
を
向
い

て
話
さ
れ
る
こ
と
が
数
回
あ
り
ま
し

た
。
買
い
物
の
主
役
は
あ
く
ま
で
妻

で
あ
り
、
相
談
に
は
乗
り
ま
す
が
、

私
に
決
定
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
店
員
さ
ん
の
視
線
が
私
に
向
け

ら
れ
る
た
め
、そ
の
都
度
、妻
に
「
ど

う
？
」
と
確
認
し
、
妻
の
意
向
を
店

員
さ
ん
に
伝
え
る
「
伝
書
鳩
」
の
役

目
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
や
り
取
り
を
数
回
繰
り
返

し
た
と
こ
ろ
で
、店
員
さ
ん
か
ら「
失

礼
で
す
が
、
お
二
人
は
ご
夫
婦
で
す

か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
私
の
反
応
が
薄
い
の
で
、
夫
婦

で
は
な
く
友
人
か
兄
妹
だ
と
思
わ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
後
で
振

り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
性
別
に
関
す

る
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

（
無
意
識
の
偏
見
）」
が
潜
ん
で
い
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

店
員
さ
ん
に
悪
気
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
丁

寧
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
親
切
心

か
ら
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
「
大
き
な
買
い
物
や

家
計
の
決
定
権
は
夫
（
男
性
）
に
あ

る
」
と
い
う
、
社
会
に
深
く
根
付
い

た
無
意
識
の
前
提
が
視
線
の
先
に

表
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

無
意
識
の
偏
見
は
、
誰
の
心
の
中

に
も
あ
り
ま
す
。性
別
だ
け
で
な
く
、

年
齢
や
職
業
、
外
見
な
ど
に
対
す
る

「
こ
う
あ
る
べ
き
」「
普
通
は
こ
う
だ
」

と
い
う
決
め
つ
け
が
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
誰
か
を
疎
外
し
た
り
、

役
割
を
固
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
自
身
、
か
つ
て
小
学
校

に
勤
め
て
い
た
頃
、
児
童
に
「
お
母

さ
ん
に
伝
え
て
ね
」
と
声
を
か
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
無

意
識
の
う
ち
に
「
子
育
て
は
母
親
の

役
割
」
だ
と
い
う
偏
見
を
、
子
ど
も

た
ち
に
刷
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た

と
、
今
で
は
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
自
分
の
言
動
に
潜

む
偏
見
に
「
気
付
く
」
こ
と
で
す
。

目
の
前
の
人
を
、
役
割
で
は
な
く
一

人
の
「
個
人
」
と
し
て
尊
重
で
き
て

い
る
か
。
日
々
の
小
さ
な
や
り
取
り

を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く
過
ご
せ
る
社
会
へ
の
一
歩

が
始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ＧＷ期間中の公共施設開館カレンダー ■は休み

４月 ５月
27 28 29 30 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

月 火 水・祝 木 金 土 日・祝 月・祝 火・祝 水・振休 木 金 土 日

役場

戸籍届出の受付※１

創継町民体育館

丸尾建築総合公園陸上競技場・テニスコー
ト・町民グラウンド、太田公園グラウンド ※２ ※２ ※２

丸尾建築総合公園体験学習施設

歴史資料館※３

図書館 ※４

丸尾建築あすかホール※３

地域交流館

各地区公民館 

南総合センター

子育て支援センター

保健福祉会館 ※５

老人福祉センター

筑紫の丘斎場

ごみの収集 ごみカレンダーをご確認の上、決められた集積場所へ出してください。

揖龍クリーンセンター ※６ ※６

※１　土日・祝日などの閉庁日は婚姻届など届出書類のみ受け付けます。証明書（住民票や印鑑登録証明書など）は発行できません。
※２　町民グラウンドと太田公園グラウンドは、事前に予約された人に限り、使用することができます。
※３　大規模改修に伴い、休館。　※４　館内整理のため休館。
※５　石海公民館は「各地区公民館」の欄をご確認ください。
※６　午前中のみの開場となります。

文化会館の再オープンに向けた予定について

●再オープン予定日
　令和 9 年 7 月１日の再オープンを予定しています。
●施設予約の受付開始時期
　再オープン後の利用に向け、部屋ごとに予約受付
の開始時期が異なります。
■大・中ホール
　令和９年１月から受付開始（利用日の６カ月前の
日から）
　※通常は利用日の 12 カ月前から予約できますが、　

休館に伴い、令和９年７月〜９月利用分は特例
として「6 カ月前から」の受付となります。

　なお、令和９年４月以降は、通常どおり利用日の
12 カ月前の日から予約が可能となります。詳細は右
表をご覧ください。
■上記以外の部屋
　令和 9 年 4 月から受付開始（利用日の 3 カ月前の
日から）

　■【大・中ホール】利用日と予約受付開始日の一覧
利用日 予約受付開始日

令和９年７月利用分 令和９年１月（利用日の６カ月前の日）
令和９年８月利用分 令和９年２月（利用日の６カ月前の日）
令和９年９月利用分 令和９年３月（利用日の６カ月前の日）

令和９年 10 月～
令和 10 年４月利用分

令和９年４月
（利用日の６～ 12 カ月前の日）

令和 10 年５月利用分 令和９年５月（利用日の 12 カ月前の日）

　※以降、同様に「利用日の 12 カ月前の日」から予約
　　できます。
●管理運営体制の見直しについて
　再オープンに併せて、文化会館の管理運営体制を
見直します。
　これは、利用者サービスの向上や文化活動のさら
なる活性化、民間のノウハウ活用などを目的とした
ものです。
　今年度に、指定管理者（民間事業者）の公募・選
定を行う予定です。
　なお、同じ敷地内にある歴史資料館と図書館は、
これまでどおり町が管理運営を行います。

　文化会館は現在、大規模改修工事のため休館しています。
　このたび、再オープンに向けた現時点での予定が決まりましたので、お知らせします。
　今回の改修工事では、施設の安全性を高め、より使いやすく快適な文化会館に生まれ変わります。
　長い間ご不便をおかけしますが、再オープンをどうぞ楽しみにお待ちください。
※下記の内容は令和 8 年４月現在の予定です。今後、変更が生じた場合は、町ホームページなどでお知らせ
　します。

再オープン日や予約受付開始時期をお知らせします 問い合わせ　文化会館 ※施設は休館中です

　☎ 277-1017（社会教育課内）

◀町ホームページ

連休前に確認を。急病への備え
もしもの時に慌てないために

　ゴールデンウィークなどの連休中は、医療機関の診療日や診療時間が通常と異なる場合があります。連休
前に、受診可能な医療機関や診療時間をあらかじめ確認しておくと安心です。
　日頃から体調管理に努めるとともに、身近にかかりつけ医をもち、できるだけ診療時間内の受診を心がけ
ましょう。
　また、急な体調不良などで「病院に行くべきか迷う」ときは、かかりつけ医への相談のほか、電話相談窓
口を上手に活用してください。

問い合わせ 
　龍野健康福祉事務所企画課 ☎ 0791-63-5150

電話相談窓口のご案内
　☆兵庫県子ども医療電話相談
　　お子さんの急な病気やけがで迷ったときの相談
　窓口です。
　　・電話番号：#8000
　　・相談時間：
　　　月～土　18 時～翌朝 8 時
　　　日曜・祝休日・12 月 29 日～１月３日　8 時
　　　～翌朝 8 時
　　※ダイヤル回線・IP 電話の場合は、☎ 078-304-8899

　☆救急安心センターひょうご
　　急な病気やけがの際、救急車を呼ぶかどうか迷っ
　たときの相談窓口です。
　　・電話番号：♯ 7119
　　　（直通：☎ 078-331-7119）
　　・相談時間：365 日・24 時間



健康
ひろば ５月

栄養相談　　　　　　　　  ☎ 0791-63-5677
　５月 11 日🈷 10 時～ 11 時 30 分
　栄養に関する専門的な相談、食品の栄養表
示の方法と活用の相談などに応じます。

エイズ・肝炎相談　　　　  ☎ 0791-63-5140
（HIV・肝炎ウイルス検査）
　５月 19 日火 13 時 15 分～ 14 時 30 分

（検査・相談は原則無料・匿名可）

こころのケア相談　　　　  ☎ 0791-63-5687
　５月８日金 13 時～ 15 時
　精神疾患、認知症、アルコールの問題など、
こころの問題でお悩みの人やその家族が対象
です。

地域保健課

龍野健康福祉
事務所の事業

要
申込

こころの健康相談　５月７日木
　13 時 30 分～ 16 時 30 分
　※申し込みが必要です。

まちの保健室　　５月 18 日🈷
　９時 30 分～ 11 時 30 分
　保健師と栄養士が健康相談に応じます。

相談

ままるぽ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・６月11日木
　対 象　　　産後１年未満のお母さんと赤
　　　　　　 ちゃん
　定 員　　　８組（先着順）
　　　　　　 ※申し込みが必要です。
　受付時間　 ９時 45 分～９時 55 分
　内 容　　　ピラティス・講話「～歩くまで
　　　　　　　にできる！～ 発達をうながすか
　　　　　　　かわり方とだっこのおはなし」
　申込期間　 ５月７日木～ 29 日金

教室

問い合わせ・事業場所
　さわやか健康課（保健福祉会館）
　☎ 276-6630　FAX 276-6631

※栄養相談、エイズ・肝炎相談、こころの
　ケア相談についての問い合わせ先・事業
　場所は龍野健康福祉事務所となります。

乳児健康診査・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ５月 27 日水
　対 象           令和８年１月生まれ
　受付時間　 13 時 15 分～ 14 時 15 分

乳児相談・・・・・・・・・・・・・・・・・  5 月 26 日火
　対 象　       令和７年８～９月生まれ
　受付時間　 13 時 15 分～ 14 時 30 分
　
１歳６カ月児健康診査・・・・・・・５月 20 日水
　対 象　       令和６年９～ 10 月生まれ
　受付時間　 13 時～ 14 時 15 分

３歳児健康診査・・・・・・・・・・・・５月13 日水
　対 象　       令和４年 11 月生まれ
　受付時間　 13 時～ 14 時 15 分

健康診査 ★対象者に個人通知します

※母子健康手帳の交付、妊婦健康診査助成
券の交付は随時行っています。妊娠が確
認できればお早めにさわやか健康課へお
越しください。

1617 令和８年（2026）５月号

健康ダイアリー

よい睡眠で健康づくり

睡眠環境について
□起床後から日中にかけて光を浴びる
　人間には、「日中は活動し夜間は眠る」というリズ
ムをつくる「体内時計」が備わっています。日中に
日光を浴びることで、体内時計が調節されて入眠し
やすくなります。
□寝室にスマートフォンやタブレット端末を持ち込

まず、できるだけ暗くして寝る
　スマートフォンなどは、ブルーライトが多く含ま
れており、体内時計に影響を及ぼすといわれていま
す。また、寝ている時は、低い照度の光でも中途覚
醒時間を増加させ睡眠の効率を下げます。
□寝室は暑すぎず寒すぎない温度（約 18 ～ 23℃）で、

就寝の約１～２時間前に入浴し身体を温めてから
寝床に入る

　就寝前に少しぬるめの湯船にゆっくりつかると、
睡眠休養感も高まります。
□できるだけ静かな環境で、リラックスできる寝衣・

寝具で眠る

生活習慣について
□適度な運動習慣を身につける
□しっかり朝食をとり、就寝直前の夜食を控える
□就寝前はリラックスする
　就寝の１時間前からは、家事や仕事、勉強から離れ、
心と体を休める時間をつくりましょう。
　なかなか寝つけない時は、一旦寝床を離れ、静かで暗
めの安心感が得られる場所で、眠気が訪れるまで安静状
態で過ごし、眠気が訪れてから寝床に戻りましょう。

嗜
し

好品について
　習慣的に摂取するカフェイン、飲酒、喫煙は、睡
眠に影響を及ぼします。
□カフェイン飲料
　１日のカフェイン摂取量の合計が 400㎎を超える
と、夜眠りにくくなる可能性があります。特に、夕方
以降の摂取は、夜間の睡眠に影響しやすくなります。
　カフェインを含まない麦茶、ハーブティーなどに
替えるのもよいでしょう。

【参考】飲料中のカフェイン量
食品名 カフェイン濃度

コーヒー・インスタントコーヒー 約 60㎎ /100ml
玉露 160㎎ /100ml
紅茶 30㎎ /100ml
せん茶 20㎎ /100ml
ウーロン茶 20㎎ /100ml
エナジードリンクまたは
眠気覚まし用飲料（清涼飲料水） 32 ～ 300㎎ /100ml

□飲酒（アルコール）
　晩酌は控えめにし、寝酒はしないようにしましょう。
　アルコールは、一時的に寝つきを促進し、睡眠前
半では深い睡眠を増加させます。しかし、睡眠後半
の眠りの質は悪化し、飲酒量の増加に伴い中途覚醒
回数が増加することが報告されています。
□喫煙（ニコチン）
　紙巻き、加熱式たばこなどに含まれるニコチンは、覚醒
作用があり、夕方の喫煙であっても寝る前まで残ります。

世代別ポイント
◎子ども
・年齢に応じた睡眠時間（１～２歳児 11 ～ 14 時間、

３～５歳児 10 ～ 13 時間、小学生９～ 12 時間、中
学・高校生８～ 10 時間）を目安に、十分な睡眠を
とりましょう

・朝は日光を浴びて朝食をしっかりとり、日中は体を動
かし、夜は早めに寝る生活リズムを心がけましょう。

◎成人
・睡眠時間は６時間以上を目安として必要な睡眠時間

を確保しましょう。
◎高齢者
　加齢とともに必要な睡眠時間が減少し、早寝早起き
傾向にシフトします。
・寝床の中で過ごす時間は８時間以内を目安とし、長

過ぎないようにしましょう。
・長い昼寝は夜間の良眠を妨げるので避け、日中は活

動的に過ごしましょう。
　睡眠環境、生活習慣、嗜好品のとり方を整えても
睡眠の悩みが続く場合、医療機関に相談しましょう。

　毎日よく眠れていますか？
　よい睡眠は、量（適切な睡眠時間）と質（高い睡眠休養感）が重要です。睡眠時間は長すぎても短すぎて
も健康を害する原因となり、目覚めたときに感じる休まった感覚（睡眠休養感）は、よい睡眠の目安となります。
睡眠時間を確保し、睡眠休養感を高める工夫を日常生活に取り入れましょう。
　厚生労働省が科学知見に基づく睡眠指針として、「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」を発表していま
すので、その内容をご紹介します。
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平日
8時30分〜17時15分

開庁
時間

マイナンバーカードの申請受付中です
町民課窓口でマイナンバーカードの申請サポートをしてい
ます。また、来庁が困難な場合は自宅へお伺いすることも
できます。詳細は町民課へお問い合わせください。

　

姫
路
市
総
合
福
祉
会
館

　
（
姫
路
市
安
田
３
‐
１
）

●
申
込
期
限　

５
月
20
日
水

●
申
込
先　

社
会
福
祉
課

●
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手
帳

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　 

生
活
環
境
課

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
発

達
に
よ
り
、
私
た
ち
は
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
情
報
を
簡
単
に
入
手
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
特
定
の
情

報
だ
け
を
見
て
い
た
り
、
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
便
利
さ
を
安
心
し

て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
情
報
が

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
届
け
ら
れ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
情
報
の
見

極
め
方
を
学
び
、
消
費
者
と
し
て

の
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
々
の
買
い
物
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
、
よ
り
納
得
で
き

る
選
択
に
な
っ
て
い
る
か
、
社
会

や
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
を
振
り
返
っ
て
み

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
家
族
や
友

人
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
自
分

の
消
費
行
動
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
が
、
明

る
い
消
費
者
の
未
来
に
つ
な
が
り

ま
す
。

自
家
消
費
型
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
等
導
入
補
助
事
業

　 

生
活
環
境
課

　

環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
を
推
進
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
図

る
た
め
、
自
家
消
費
型
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
一
体

的
に
導
入
し
た
場
合
の
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
額

　
【
太
陽
光
発
電
設
備
】

　
　

７
万
円
／
ｋ
Ｗ（
上
限
5
ｋ
Ｗ
）

　
【
蓄
電
池
】

　
　

3
分
の
1
（
工
事
費
込
・
税
抜
）　

　

※
上
限
14
・
１
万
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ

　
　

の
３
分
の
１
、
５
ｋ
Ｗ
ｈ

●
補
助
要
件

　

・
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
認
定
を
取
得
し
な

い
こ
と

　

・
太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
す

る
電
力
量
の
30
％
以
上
を
自

家
消
費
す
る
こ
と

●
そ
の
他

　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

契
約
し
、
令
和
９
年
１
月
末
ま
で

に
実
績
報
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
の

送
付
を
終
了
し
ま
す

　 

税
務
課

　

令
和
8
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
税

の
「
軽
自
動
車
税
口
座
領
収
書
兼
納

税
証
明
書
」の
送
付
を
終
了
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
1
月
か
ら
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ

ム
）
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
車

検
を
受
け
る
際
に
納
税
証
明
書
を
提

出
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
口
座
振

替
で
軽
自
動
車
税
を
納
付
さ
れ
た

方
に
、
毎
年
6
月
に
送
付
し
て
い

た
「
軽
自
動
車
税
口
座
領
収
書
兼

納
税
証
明
書
」
は
、
今
年
度
か
ら

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

令
和
８
年
度
狩
猟
免
許
試
験
・

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　 
兵
庫
県
環
境
部
自
然
鳥
獣
共
生
課

　
☎
０
７
８
‐
３
６
２
‐
９
０
８
４

　

鳥
獣
の
保
護
お
よ
び
狩
猟
の
適
正

化
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
試
験
や
免

許
更
新
の
適
性
試
験
・
講
習
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県
猟
友
会
主

催
で
初
心
者
狩
猟
講
習
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

内
容
や
受
験
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問

問

納　期
期限内に納めましょう。

暮
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
申
請
・
交
付
窓
口
の
ご
案
内

　 

町
民
課

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
な
ど
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

　

５
月
10
・
24
日
日

　

８
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

町
民
課

※
予
約
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
予

約
の
上
、
本
人
が
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
予
約
無
し
で
来
庁
さ
れ
た
場
合
、

窓
口
の
混
雑
状
況
に
よ
り
当
日

中
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
本
人
と
家
族
の
つ
ど
い

（
オ
レ
ン
ジ
広
場
：
脳
活
性
活
動
）

　 

高
年
介
護
課

　
「
オ
レ
ン
ジ
広
場
」
は
、
ご
自
身

や
家
族
の
認
知
症
に
不
安
を
持
つ
人

を
対
象
に
、
認
知
症
ケ
ア
の
知
識
を

有
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
脳
を
刺

激
す
る
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
し
た

り
、
日
々
の
思
い
を
語
り
合
う
集
い

の
場
で
す
。
集
っ
て
、
話
し
て
、
学

ん
で
、気
持
ち
を
楽
に
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

　

５
月
19
日
火
10
時
～
12
時

●
場
所　

南
総
合
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

季
節
の
食
材
を
使
っ
た
調

　
　
　
　

理
と
お
食
事
会

●
参
加
費

　

１
０
０
０
円
程
度
（
材
料
費
）

●
対
象

町
内
在
住
の
認
知
症
に
不
安
を
持

つ
人
や
そ
の
家
族
（
先
着
10
人
）

●
申
込
先　

高
年
介
護
課

●
申
込
期
限　

５
月
12
日
火

共
生
社
会
を
つ
く
る

　
　
　
　
　

 

認
知
症
カ
フ
ェ

　 

高
年
介
護
課

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
や

障
害
の
有
無
、
年
齢
や
性
別
、
職

業
な
ど
に
関
係
な
く
、
全
て
の
人

が
水
平
に
関
わ
り
合
い
、
対
話
が

で
き
る
場
所
で
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

５
月
８
日
金
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

　

Café

お
と
（
東
保
１
２
９
‐
３
）　

●
内
容

　

ミ
ニ
講
座
、
く
つ
ろ
ぎ
カ
フ
ェ
な
ど

●
参
加
費　

　

２
０
０
円
（
飲
料
・
茶
菓
子
代
）

た
い
し
認
知
症
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　 

高
年
介
護
課

　

認
知
症
や
介
護
、
制
度
な
ど
に

つ
い
て
少
し
ず
つ
学
ん
だ
り
、
情

報
交
換
を
し
た
り
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
い
た
だ
け
る
場
所
（
認
知

症
カ
フ
ェ
）
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

５
月
７
日
木
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

斑
鳩
公
民
館

●
内
容

本
や
資
料
で
の
勉
強
会
と
楽
し

い
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

●
参
加
費　

　

２
０
０
円
（
資
料
・
茶
菓
子
代
）

介
護
予
防
講
座
（
第
２
回
）
の

　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

　 

太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
２
７
６
‐
４
１
１
１

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
を
予
防
し
、
で
き
る
だ
け
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
２
回

目
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　

握
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う

●
日
時

　

５
月
25
日
月
13
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

保
健
福
祉
会
館

●
講
師

山
本 

弘
子
（
太
子
町
社
会
福
祉

協
議
会 

作
業
療
法
士
）

●
定
員　

20
人
（
町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
人
）
※
先
着
順

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
先

太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
電

話
ま
た
は
窓
口
）

●
申
込
開
始　

５
月
７
日
木

認
知
症
そ
な
え
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

　 

太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
２
７
６
‐
４
１
１
１

　

時
間
を
か
け
て
進
行
す
る
認
知
症

は
、
早
期
発
見
と
適
切
な
対
応
で
発

症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
学
び
や
運
動
、
脳

体
力
測
定
な
ど
を
通
じ
て
、
認
知
症

に
備
え
る
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
日
時　

　

６
月
～
令
和
９
年
３
月
ま
で
の
第
３

　

木
曜
日
の
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

保
健
福
祉
会
館

●
内
容　

・
動
画
で
認
知
症
予
防
を
学
ん
だ

り
、
椅
子
に
座
っ
て
の
運
動

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
脳
体
力

測
定
、
脳
に
刺
激
を
与
え
る
文
字

探
し
や
手
指
を
使
う
ゲ
ー
ム

●
対
象

　

町
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

　

上
の
人
（
先
着
20
人
）

　

※
原
則
、
全
日
程
参
加
可
能
な
人

に
限
り
ま
す
。

●
申
込
先　

太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
電

話
ま
た
は
窓
口
）

●
申
込
開
始　

５
月
７
日
木

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　 

社
会
福
祉
課

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
肢
体

障
害
者
を
対
象
に
し
た
補
装
具
の

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
義
手
な

ど
へ
の
助
成
は
こ
の
相
談
で
判
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
介

護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
る

も
の
は
対
象
外
で
す
）。

●
相
談
日

　

６
月
５
日
金
９
時
15
分
～
12
時
15
分

●
場
所

問 問

問

問問

問

※（　）内は前月比

人口と世帯
月1日

現在４

☎277−1010  FAX276−3892
問い合わせ

企画政策課
総務課
財政課
税務課
　収税管理室
町民課
　戸籍係
　（マイナンバーカード）
　保険係・国民年金係
生活環境課
社会福祉課
高年介護課
　介護保険係
　高年福祉係（地域
　包括支援センター）
さわやか健康課
産業経済課
まちづくり課
上下水道事業所
　上水道
　下水道
会計課
議会事務局
教育委員会管理課
教育委員会こどもえがお課
教育委員会社会教育課

277−5998
277−1010
277−5996
277−1014
277−5700

277−1011
277−1008
277−1012
277−1015
277−1013

276−6715
276−6639

276−6630
277−5993
277−5992

277−3241
277−5991
277−5990
277−5995
277−1016
277−1019
277−1017

電話番号

▲太子町マイ
ナンバーカー
ド予約サイト

情報館
らしの

問

毎日6時30分から23時まで、マイナンバーカードを利用して、各種証明書（住民票の写し・
印鑑登録証明書・現年度の所得課税証明書）をコンビニエンスストアなどで取得できます。

問 人口
男
女

世帯数

33,227人
16,316人
16,911人
14,457世帯

（△23）
（±０）
（△23）
（＋54）

消防指令車を更新
生活環境課

　太子町消防団では、消防指令車を更新しま
した。
　この車両は、電気とガソリンの両方で走る
PHEV（プラグインハイブリッド）車です。
　災害現場では、情報収集や指揮を行う「指
令車」として活躍します。また、車内備え付
けのコンセントから電源を供給することが可
能です。
　町消防団では、
これからも地域の
安全安心を守るた
め、火災予防をは
じめとしたさまざ
まな活動に取り組
んでいきます。

問

NEWS

消防団員用の装備品を整備
～宝くじ社会貢献事業～

生活環境課
　一般財団法人自治総合センターの宝くじ社
会貢献事業「コミュニティ助成事業」を活用
し、太子町消防団員用にヘルメット 126 個
と長靴 142 足を整備し、災害時における団
員用装備の充実を図りました。
　コミュニティ助成事
業とは、コミュニティ
活動の促進と健全な発
展を図るとともに、宝
くじの社会貢献広報を
目的としています。

問

NEWS

▲町ホームページ

産婦健康診査の助成
さわやか健康課

　令和８年４月から、産後２週間・１カ月な
ど出産後間もない時期の産婦に対して、健康
診査の受診券を交付しています（令和８年４
月１日以降に受診した健康診査のみ対象）。
　助成金額や利用方法などについてはお問い
合わせください。

問

NEWS

問
◆納期限　６月１日月
◎税務課
　軽自動車税（種別割）（全期）
◎龍野県税事務所
　自動車税（種別割）（全期）

※納付には便利で安心な口
　座振替をご利用ください。

▲兵庫県
ホームページ



　第 102 回卓球大会
　日時　５月 31 日日９時～
　場所　創継町民体育館 アリーナ

　第 93 回ソフトボール大会（一般）
　日時　５月 31 日日９時～
　場所　丸尾建築総合公園 町民グラウンド

　第 36 回聖徳太子奉賛女子ソフトテニス大会
　日時　６月６日土９時～
　場所　丸尾建築総合公園 テニスコート

　第 36 回聖徳太子奉賛男子ソフトテニス大会
　日時　６月７日日９時～
　場所　丸尾建築総合公園 テニスコート

情報館
らしの暮５月

掲示板施設

創継町民体育館 ☎ 277-4800・丸尾建築総合公園体育施設 ☎ 277-2296
自
衛
官
の
募
集

　 

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

　 

相
生
地
域
事
務
所

　
☎
０
７
９
１
‐
２
３
‐
２
７
５
０

●
幹
部
候
補
生（
一
般
・
飛
行（
海
・
空
）・

　

専
門
（
陸
））［
大
卒
程
度
試
験
］

　

受
検
資
格
：
22
歳
以
上
26
歳
未
満

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

　

受
検
資
格
：

（
一
般
）
18
歳
以
上
52
歳
未
満

（
技
能
）
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
等
を
有
す
る
人
（
資
格
に
よ

り
年
齢
上
限
は
53
歳
未
満
～
55
歳

未
満
）

●
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）、

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制

自
衛
官
）

　

受
検
資
格
：

18
歳
以
上
33
歳
未
満
（
32
歳
の
人

は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）

　

詳
細
は
、
自
衛
官
募
集
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
料
請
求
・
説
明
希
望
者

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
・
窓
口
・
教
室

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

　

５
月
13
・
27
日
水

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

人
権
・
行
政
相
談

　

５
月
21
日
木
13
時
30
分
～
15
時

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

出
張
行
政
相
談

　

５
月
29
日
金
13
時
30
分
～
15
時

　

場
所　

斑
鳩
公
民
館

　

担
当　

企
画
政
策
課

日
本
語
教
室（
外
国
人
対
象
）【
要
申
込
】

　

５
月
９
・
23
日
土

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

５
月
10
・
17
・
24
日
日

　

10
時
～
12
時

　

場
所　

地
域
交
流
館
ス
ペ
ー
ス
１　

　

担
当　

企
画
政
策
課

消
費
生
活
相
談
【
電
話
相
談
可
】

　

毎
週
月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

生
活
環
境
課

も
の
忘
れ
相
談
【
要
予
約
】

　

５
月
26
日
火
13
時
～
16
時

　

場
所　

役
場
Ａ
１
０
２
会
議
室

　

担
当　

高
年
介
護
課

オ
レ
ン
ジ
広
場
（
お
話
会
）

　

５
月
21
日
木
10
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

南
総
合
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

高
年
介
護
課

た
い
し
っ
子
悩
み
相
談
【
要
予
約
】

　

開
庁
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

場
所
・
担
当　

管
理
課

　

※
予
約
受
付
は
随
時

心
配
ご
と
相
談

　

５
月
８
・
22
日
金
13
時
30
分
～
16
時

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室
２

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

心
の
不
安
相
談

　

５
月
19
日
火
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室
２

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

身
体
障
が
い
者
（
児
）
相
談

　

５
月
20
日
水
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室
２

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

知
的
障
が
い
者
（
児
）
相
談

　

５
月
21
日
木
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室
２

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
53
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球

大
会
出
場

仲
山 

晴
翔
さ
ん
（
龍
谷
大
学
付

属
平
安
高
校
・
太
子
西
中
出
身
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
た
い
し
４
月
号
の
掲
載
記

事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

●
「
青
切
符
」
対
象
の
違
反
内
容

と
反
則
金
額
の
主
な
例
（
ｐ
６
）

　

◆
遮
断
踏
切
立
ち
入
り 

反
則
金
額

（
誤
）
５
０
０
０
円

（
正
）
７
０
０
０
円

▲自衛官
募集ページ

子育て支援センター『ひまはぴ』  ☎ 277-3880  ☎ 080-8501-1146
　まちの子育てひろば「にこにこ」  親子で一緒にあそぼう
　日　時　①５月 21 日木、②６月４日木
　　　　　いずれも、10 時 30 分～ 11 時 30 分
　場　所　子育て支援センター「ひまはぴ」
　内　容　①「こいのぼりをつくろう」
　　　　　②「いちごつみごっこ」
　対　象　町内在住の未就学児とその保護者
　定　員　10 組（先着順）
　持ち物　飲み物、タオル
　申込開始　５月１日金９時 30 分（電話申込）

先着順の受付ですが、クラブ員以外の
一般の人が優先になります。

　ベビーマッサージ教室
　日　時　①５月 22 日金、②６月 12 日金、
　　　　　③６月 26 日金
　　　　　いずれも、10 時 30 分～ 11 時 30 分
　※参加は全３回とも参加できる人に限ります。
　場　所　子育て支援センター「ひまはぴ」
　対　象　町内在住の生後２か月～１歳の子どもと母親
　定　員　10 組（先着順）
　参加費　各回 500 円（オイル代）
　持ち物　バスタオル、タオル、ミルクなどの水分補給
　講　師　松木 リエさん
　申込開始　５月１日金９時 30 分（電話申込）

　自力整体教室
　日　時　５月 25 日月 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　場　所　子育て支援センター「ひまはぴ」
　対　象　町内在住の子育て中の保護者
　定　員　10 人（先着順）
　持ち物　ヨガマット（なければバスタオルで可）、飲　　
　　　　　み物、タオル、５本指の靴下（あればで可）
　講　師　藤尾 知恵さん
　申込開始　５月１日金９時 30 分（電話申込）

　自然観察会 つなぐ～る親子
　「森のおさんぽと季節のかんたん工作」
　日　時　５月 28 日木 10 時～ 11 時 30 分
　場　所　体験学習施設（丸尾建築総合公園内）
　対　象　町内在住の未就学児とその保護者
　定　員　７組（先着順）
　持ち物　飲み物、タオル
　服　装　長袖、長ズボン、長靴下、運動靴、帽子（蜂
　　　　　除けのため、黒色は避ける）
　※雨天の場合　雨合羽・長靴・着替えなど
　講　師　地域の自然を未来につなぐ会
　申込開始　５月１日金９時 30 分（電話申込）

※まちの子育てひろば・ベビーマッサージ教室・自
　力整体教室の開催日の午前中は、センターの一般
　開放はありません。

雨天決行

　歴史講座
　「大阪歴史博物館と難波宮を訪ねて」
　　大阪歴史博物館とその周辺の文化財などを訪ね

ます。
　日　時　５月 16 日土９時～ 18 時
　　　　　※ JR 網干駅集合
　定　員　23 人（先着順・友の会会員優先措置あり）
　参加費　8,500 円（昼食・交通費などの費用を含む）
　申込期間　５月８日金まで

　歴史探検隊「檀特山から町を眺めてみよう」
　聖徳太子の投げ石（鵤荘ぼう示石）や徳道上人の
感動岩、古墳などの文化財めぐりをしながら、聖徳太
子や応神天皇も登ったという、檀特山に登りましょう。

　日　時 　６月６日土９時～ 12 時（予定）
　※歴史資料館集合・解散
　募集人数　25 人程度
　参加費　100 円（保険料）
　募集期限　５月 22 日金
　※小学生の皆さんだけでも参加できますが、小学

校３年生以下は、保護者の同伴が必要です。

歴史資料館
※施設は休館中です ☎ 277-5100　

令和８年（2026）５月号 2021

問

　しっかり確認！ネットの旅行予約
生活環境課

【事例】
　旅行予約サイトでホテルを予約した。そのすぐ後
に、日付を間違えているのに気付き、マイページか
らキャンセルしたが返金できないと表示された。確
認するとサイトに「返金不可」の表示があった。返
金されないと旅行に行けない。困った。

【アドバイス】
　①旅行予約サイトでの予約は、そのサイトのキャ
ンセル等の条件や、契約内容に従うことになります。
消費者自身が十分に確認し、納得して契約する必要
があります。同じ宿泊施設でもプランごとにキャン
セルできる期間が決まっていたり、キャンセルはで
きても返金不可のものがあります。申し込み前に
しっかり確認しましょう。
　②サイトの運営事業者が、国内なのか海外なのか
も確認しましょう。海外事業者の場合、コミュニケー
ションを取るのが難しい場合や日本の法律等を用い
た交渉が難しい場合があります。連絡方法や日本語
で対応されるか等カスタマー対応窓口についてもよ
く調べておきましょう。
　③英字氏名のつづりや氏名の順、旅行日程、メー
ルアドレス等入力情報のミスにも気を付けましょ
う。最終確認画面のスクリーンショットを撮り、申
込内容に問題がないことを確認したうえで、申込ボ
タンを押しましょう。
　何か困ったことがありましたら、太子町消費生活
センター（☎ 277-1015）までご相談ください。

消費生活ワンポイント

問

「西播磨フードセレクション 2026」の開催
西播磨フードセレクション実行委員会事務局

（光都農林振興事務所農政振興第１課内）
☎ 0791-58-2194

　西播磨産農林水産物を使用した、おいしくて個性
あふれる加工食品のコンテストを３年ぶりに開催し
ています。
　受賞食品はさまざまな販売店やイベント等で広く
PR し、地域のにぎわいづくりにつなげていきます。
応募の条件・方法などは西播磨フードセレクション
のホームページをご覧ください。
　
●応募締切　７月３日金 17 時（必着）
●賞・賞品
　グランプリ（１点）：賞状・盾・30 万円相当副賞など
　金賞（２点程度）：賞状・盾・10 万円相当副賞など

NEWS

問

▲西播磨フード
セレクション



掲示板施設

●広報たいし
●太子町ホームページ

広告募集中

詳細は、企画政策課（☎277-5998）に
お問い合わせください。

公民館ひろば 斑鳩公民館 ☎ 277-4550　太田公民館 ☎ 277-4811
石海公民館 ☎ 277-4511　龍田公民館 ☎ 276-0044龍田公民館編

　3 月14 日土、主催講座「タイルアート・鍋敷き作り」を開催しました。
　参加者の皆さんは、色とりどりのタイルを前に、「どの色を組み合わせよ
うかな」「この配置がきれいかも」と楽しみながら制作に取り組まれていま
した。
　試行錯誤を重ね、それぞれの個性が光る、彩り豊かな鍋敷きが完成。
完成した作品は、使うのがもったいないほど素敵なものばかりで、「しばら
くは飾って楽しみたいですね」といった声も聞かれました。

社会教育・生涯教育

要申込

図書館 ☎ 277-1580

見直そう、お金のこと

日 月 火 水 木 金 土

月の開館日
開館時間：10時～18時（金曜日は20時まで開館）

印は休館５ ×

4
11
18
25

3
10
17
24
31

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

（いずれも木曜日です）５

14
日

21
日

28
日

月の移動図書館

広坂
公民館

10：30～10：50

上太田
公民館

11：00～11：20

太子
ニュータウン
公民館

原
太田東地区農村
交流センター

14：40～15：00

吉福
公民館

15：10～15：30

塚森
地域内

15：40～16：00

山田
掲示板前
15：30～15：50 16：00～16：20

米田
公会堂

15：00～15：20

原池団地
公民館

15：00～15：20

福地(三反長)
地域内

14：30～14：50

竹広南
公民館

15：30～15：50

７日木・８日金は祝日の振替のため休館。
29 日金は館内整理のため休館。

すみません、金利ってなんですか？　小林 義崇 ● サンマーク出版

ゼロから学ぶ iDeCo の教科書　市川 雄一郎 ● 秀和システム新社

図解社会人の基本お金のしくみがわかるおとな事典　 ● 講談社

人生 100 年時代 50 歳からの「くらしと税」
	  嘉悦 健太 ● 日経 BP 日本経済新聞出版

60 分でわかる ! 介護の手続き・お金・制度
	 川内 潤 ● 技術評論社

投資は金利が 9 割	 福室 光生 ● KADOKAWA

知識ゼロからの株主優待と配当金でトクする NISA 投資術	
前田 信弘 ● 幻冬舎

60 分でわかる ! 年収の壁超入門	 土屋 裕昭 ● 技術評論社

南総合センター　☎ 277-1102
　人間の生き方講座　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「ありふれた日常の輝き
　  ～自分らしい写真が撮れる理由～」
　日　時　５月７日木９時 30 分～
　講　師　上吉川 祐一さん（㈱薬師山写真館）

斑鳩公民館　☎ 277-4550
　健康講座　「ノルディック・ウォーク講習」
　2 本のポールを使ったウォーキング。全身運動効
果の高いエクササイズです。講義の後、公民館周辺
を約２キロ歩きます。一緒にいい汗かいてみません
か。
　日　時　５月 26 日火 14 時～ 15 時 30 分
　定　員　20 人（先着順）
　参加費　無料（ウォーキングポールの貸出あり）
　講　師　村田 憲昭さん（全日本ノルディック・
　　　　　ウォーク連盟公認指導員）
　申込期間　４月 28 日火～（窓口または電話申込）

石海公民館　☎ 277-4511
　　～石海公民館リニューアル記念～
　　たいしウインドアンサンブル初夏（ファースト
　　サマー）コンサート
　　日　時　５月 24 日日 10 時 30 分～ 12 時
　　定　員　80 人（当日、定員に達した場合は入場
　　　　　　できないことがあります。）
　　入場料　無料
　　演奏曲　・フィンガー 5 メドレー
　　　　　　・上を向いて歩こう
　　　　　　・365 歩のマーチ ほか
　
　　リトミック教室
　　日　時　５月 31 日日 10 時～ 12 時
　　対　象　町内在住の小学生以下の障がいのある
　　　　　　児童とその保護者
　　定　員　15 人（先着順）
　　参加費　300 円（おやつ代）
　　講　師　平野 礼子さん
　　申込期間　５月１日金～24日日（窓口または電話申込）

手話通訳あり・どなたでも聴講できます

どなたでも入場できます

要申込

　こども劇場たいし三世代ライブ館 
　「劇団たんぽぽ（人間劇）」　　
　日　時　６月７日日　開演 10 時 30 分～
　場　所　石海公民館２階ホール（保健福祉会館内）
　出演者　劇団たんぽぽ

　　ママ友の子育てグループで結成されている「劇
団たんぽぽ」は、小道具から衣装までほとんど手
作りで活動しています。歌やエプロンシアター、
メイン劇「3 匹のこぶた」をご覧ください。子ど
もから大人までお楽しみいただけます。

丸尾建築あすかホール
※施設は休館中です

入場無料

☎ 277-1017（社会教育課内）

問い合わせ
　企画政策課 ☎ 277-5998町ホームページの有料広告を募集しています

ぜひご検討ください

　地域経済の活性化や町民の皆さんに幅広い生活情報を提供するため、町ホームページに掲載する企業や
お店の広告を募集しています。

▲町ホームページ

令和８年（2026）５月号 2223

●広告掲載料（１枠あたり）　
　5,000 円／月・28,500 円／６カ月（５％割引）・
　54,000 円／１年（10％割引）
　※同一申込者の複数枠掲載はできません
●掲載期間
　1 カ月単位、最長 12 カ月まで
●広告の大きさ
　縦 50 ピクセル　横 150 ピクセル

●掲載場所
　町ホームページのトップページ下部および上部
　バナーの２箇所
　※上部バナーへの掲載はパソコン版のみ
●その他
　太子町ホームページ有料広告掲載に関する要領
　などに基づく審査があります。また、広報たい
　しにおける有料広告事業も実施しています。詳
　細は町ホームページをご覧ください。
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町内の各小学校で卒業式が執り行われました。
校長先生から卒業証書を受け取る卒業生一人一
人の表情には、６年間の思い出と、これから始
まる新たな一歩への期待があふれていました。
慣れ親しんだ学び舎を巣立つ皆さんの未来が、
希望に満ちたものとなりますように。卒業生の
皆さん、ご卒業おめでとうございます。

丸尾建築総合公園の「柳池」に、初めてコウノ
トリが飛来しました。水辺をゆっくりと歩きな
がら、エサを探す様子も見られ、のんびりとし
た姿がとても印象的でした。町内でコウノトリ
が訪れる場所がまた一つ増えたことは、自然環
境の豊かさを感じられる、うれしい出来事です。
もし、目撃された場合は、驚かすことはせずに、
近づかないで遠くから温かく見守りましょう。

柳 コウノトリの飛来

い出と希望を胸に思 ３月 23 日（月）

池に “ 初めて ” の訪問者 ３月中旬

令和７年度文部科学省後援トレース技能検定試験
で最高位の「文部科学大臣賞（１級）」を受賞され
た、龍野北高等学校 3 年（当時）の中川琴葉さん（太
子西中学校出身）が、町長と教育長を表敬訪問さ
れました。中川さんは、「受賞できてうれしいです」
と笑顔で報告。若い世代の活躍に、町長などから
は大きな祝福と激励の言葉が贈られました。

表敬訪問（文部科学大臣賞を受賞した中川さん）最
３月 24 日（火）高位受賞の喜びを報告

新 １年生へあたたかい贈り物
丸尾建築様よりメッシュケースの寄贈

株式会社丸尾建築様より、町立小学校に入学する新１
年生へ、学校からの配布物を入れて持ち帰るための
メッシュケースを寄贈いただきました。これは、「地
元である太子町に何らかの形で貢献できれば」という、
同社のご厚意によるものです。いただいたケースは、
各小学校を通じて児童に配布し、大切に活用させてい
ただきます。本当にありがとうございました。

３月 30 日（月） 少 し緊張、まなざしはまっすぐ
小学校入学式

町内の各小学校で入学式が行われ、251 人の新入
生が新たな一歩を踏み出しました。真新しいラン
ドセルに身を包み、少し緊張した様子も見られま
したが、会場は温かな拍手と笑顔に包まれました。
新１年生の皆さん、これから、いっぱい勉強をし
て、たくさん友達を作って、楽しい学校生活を送っ
てくださいね。

４月９日（木）

小学校卒業式


